
 

   
 

 
  

５ 令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①指導と評価の一体

化・観点別評価の充

実を図る。また、生

徒の自学自習を促進

させ、個別最適な学

びを提供する。 

②福祉マインド・思

いやりの心を醸成す

るべく、教科横断的

な学習を実践する。 

③学校行事や生徒会

活動を充実させ生徒

の主体性を育み自己

肯定感を高める。 

 

①指導と評価の一体化 

・観点別評価について 

再度教職員全体で確認 

をし、より良い評価に 

つなげる。 

①生徒に自学自習の習 

慣をつけさせる。 

 

③生徒の主体性を育み 

自己肯定感を高める。 

①職員研修を行い各観点 

の再確認をし、適切な評 

価に結び付ける。また、 

形成的評価の理解を深め 

る。 

①各教科で定期的に宿 

題や課題を設定し各自 

が学習に取り組めるよ 

うにする。 

③行事等に向け、委員 

会活動を定期的に行い 

生徒が主体的協働的に 

活動する支援を行う。 

①各教科の各観点の評 

価基準などが改善され 

たか。形成的評価の理 

解が深まったか。 

 

①生徒による授業評価 

の学習の取組みが改善 

されたか。 

 

③行事後のアンケート 

で、生徒が主体的協働的 

な活動をしたという実感 

が表れているか。 

     

２ （生徒指導・支援 

①困難を抱える生徒

の現状をとらえ、支

援の方向性を定め

る。 

②生徒に基本的な生

活習慣を身につけさ

せ、問題行動への対

応を充実させる。 

①生徒の現状を確認 

し、生徒が抱える困難 

やニーズを把握し諸機 

関と連携した支援を行 

い、より良い支援に結 

び付ける。 

②社会に通用する人材 

育成をする。 

 

①グループと各学年・学 

校全体が情報を共有し生 

徒を観察し、問題行動等 

の未然防止に取り組む。 

①校内外の専門家や教育 

機関との連携に努め、組 

織的支援体制をさらに充 

実させる。 

①ティームティーチング 

や学習支援員・学校ボラ 

ンティアの活用により、 

生徒の実態に応じたきめ 

の細かい支援を行う。 

②在学中に成人になるこ 

とをふまえたマナーのさ 

らなる向上に取り組む。 

 

①生徒の変化に気づきや 

すい環境を整え、迅速か 

つ生徒の実態に応じた支 

援ができたか。 

①SC・SSWを含め、チー 

ム学校で組織的に教育相 

談を理解・促進すること 

ができたか。 

①生徒に応じたきめ細か 

い適切な支援を行った 

か。 

 

 

②時機に応じた指導・支

援を行い規範意識の向

上に努めることができ

たか。 

 

 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①校内及び家庭での

学習時間を保障し、

生涯を通した学習へ

の態度を醸成する。 

②進路指導の充実を 

図り、生徒の進路第 

一希望を叶える方策 

をとる。 

 

 

①学習時間の確保のた 

め様々なツールを利活 

用できるように工夫す 

る。 

②生徒の進路第一希望 

を叶えるための方策を 

計画し実行する。 

①各教科で指定したクラ 

ッシィやユーチューブの 

教育動画等を視聴させ

る。 

②生徒の希望進路に応じ 

たグーグルクラスルーム 

を作り、効果的な情報提 

供を行い、進路選択に資 

するキャリア教育を実行 

する。 

①各教科で計画的に動画 

等を指定し生徒が視聴で 

きたか。 

②効果的・計画的にキャ 

リア教育に取り組むこと 

ができたか。 

     

４ 地域等との協働 

①地域との交流を学 

校全体に広げ、持続 

性を持てるようにし 

学校の社会的責任 

（スクール・ソーシ 

ャル・リスポンシビ 

リティ）を果してい 

く。 

 

 

①より多くの生徒が交 

流事業に参加できるよ 

うにする。 

①ソーシャル・リスポ 

ンシビリティの概念を 

醸成し、学校の社会的 

責任を考えることがで 

きる生徒を育て、地域 

とともに発展する態度 

を養う。 

①総合的な探究の時間を 

通じて地域の課題や文化 

を理解させ共生社会の在 

り方を考えさせる。ま 

た、地域との連携を強化 

し、専門家を学校に招 

き、講演やワークショッ 

プを実施する。 

①地域貢献の意識を涵養 

し、実践につなげる。 

①総合的な探究の時間の 

発表を通じて自己の振り 

返りができたか。地域の 

活力を生かしたイベント 

を実施できたか 

①地域貢献に今までより 

多く参加することができ 

たか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒が安心して通

える安全な環境を整

えるとともに、防災

意識を高く持つ。ま

た、校内美化に努め

る。 

 

 

 

②事故不祥事防止に 

努め、ﾋﾔﾘﾊｯﾄで食い 

止められる組織を作 

る。 

 

 

 

①防災訓練の行い方を 

工夫し、災害に対応で 

きる体制を築く。 

 

 

 

 

 

 

②事故不祥事防止会 

議・研修の在り方を刷 

新し、全ての教職員が 

自分事としてとらえる 

ことのできる場とす 

る。 

 

①災害時を想定した DIG

研修と避難訓練を行う。

文化祭では防災委員のパ

ネル展示を行い防災意識

を高める。 

①掃除用具の整備を進

め、美化のための環境を

整え、美化活動を促進す

る。 

②定期的に事故防止会議 

を開催し、事故不祥事防 

止研修では、教職員が講 

師となり、事故を自分事 

としてとらえることがで 

きるようにする。 

①DIG研修と避難訓練を 

効果的に実施できたか。 

防災委員の展示を行った 

か。 

①掃除用具の整備が進 

み、美化活動を促進でき 

たか。 

②定期的に事故防止会議 

を開催し、事故防止につ 

なげることができたか。 

職員が事故不祥事防止研 

修会の講師となり、自分 

事として研修に臨み、事 

故不祥事につなげること 

ができたか。 

     

 

 


